
学習日：　　月　　　日

2024 年度　栄東中学（東大選抜）【算数】大問２
　　　

点Ａから出た光が正六角形ＡＢＣＤＥＦの辺に当たるたびに反射して、
どこかの頂点に到達するまで進みます。 

たとえば、点Ａから辺ＢＣの真ん中の点に光を向けると、１回反射して点Ｄまで進みます。 

栄くん「ねえ、東さん。３回反射して点Ｂまで進む光を出すには
　　　　辺ＢＣのどこに向ければいいかな？」
東さん「正六角形をつけたせばわかるんじゃないかな」
栄くん「１回反射して点Ｄまで進む光の道すじを考えたければ、
　　　　こういう正六角形を並べた図に１本の直線をかけばいいってことか！」 

東さん「そう。これなら辺ＢＣの真ん中の点に向ければいいってわかる」
栄くん「じゃあ、図をかいて考えるね！ありがとう東さん！」 
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（１）
Ａから出て３回反射して点Ｂまで進む光の道すじを考えるときの１本の直線を図にかきなさい。

（２）
（１）のとき、光がはじめて辺ＢＣに当たる点をＧとします。
ＢＧ：ＧＣをもっとも簡単な整数の比で答えなさい。 
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